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令和４年度 地域公共交通計画の評価結果 概要（全体）
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（計画期間：平成２９年２月～令和５年３月）

令和５年 １月２０日 令和４年度評価結果送付
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

○名張市の概要
・面積：約130㎢
・人口：76,255人（2022.12現在）
・公共交通：鉄道（近鉄大阪線、市内4駅）

路線バス（三重交通）
コミュニティバス（6路線）
タクシー（3事業者）

公共交通ネットワーク形成のイメージ

○名張市地域公共交通網形成計画
（2016年度～2022年度）
公共交通のビジョン
「ひとが交わり、こころが通う、みらいにつ
なぐ絆のまち なばり」
基本方針
１．鉄道及びバス交通等が一体となった移動
しやすい公共交通ネットワークの形成
２．集約連携型のまちづくりと連携し、鉄道
駅、主要バス停における交通結節機能の強化
３．誰もが安全で安心して利用できる、人に
やさしい公共交通環境の整備
４．地域住民の生活行動パターンに応じた持
続可能な公共交通サービスの関係者の協働に
よる確保・維持



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組（1/2） 3

基本方針1.2の主な具体的取組「地域コミュニティバスの再編」

名称・概要 成果・考察

コミュニティバス「はたっこ
号」新系統運行開始
近隣地域から乗り入れの要望
に対応

8便のうち4便を駅発着の新系統に活用、
実証運行を経て本格運行を開始し、翌
年の利用者4,888人→8,087人に増加
利用者が少ない4便を活用し、その中
でも利用の多い停留所はルートを重複
させたため利用者の増加につながった

自家用有償運送「あららぎ
号」再編
新規停留所設置の要望があり、
利便性の向上と効率的な運行
の両立を目指す

地域や運転手と協議を重ね一部を予約
便化、フリー乗降、減便、新規停留所
設置し、翌年の利用者1,977人→2,147
人に増加、運行経費は削減
予約便の稼働率50％程度、距離は延長
したが経費削減できた

基本方針3の主な具体的取組「公共交通の情報発信」

名称・概要 成果・考察

「公共交通見える化プロジェ
クト」
路線バスやコミュニティバス、
鉄道の乗継がインターネット
で検索可能に

コミュニティバスのGTFS-JPを整備し、
経路検索サイト3者、Googleマップで
検索可能になった
県外からの観光利用につながった



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組（2/2） 4

基本方針4の主な具体的取組「名張市地域公共交通連携協議会」の開催

名称・概要 成果・考察

名張市地域公共交通連携協議
会の開催
地域、交通事業者、行政が連
携について協議する場を設置
（法定協議会とは別）

年約3回開催
事業評価、相互の連携等について協議を
行った
定期的な開催により地域間、交通事業者
間のコミュニケーションの場にもなった

名称・概要 成果・考察

市内コミュニティバス路線図
鉄道、路線バス、コミュニ
ティバスが一括して掲載され
ている路線図を作成

主要バス停3か所に掲示
ホームページ上で公開

行き先別時刻表の作成、配布
利用の多い市内6か所の停留所
に向かう複数のバスの時刻一
覧を作成

6か所の停留所で掲示又は配布
ホームページ公開時はアクセスランキ
ング上位を獲得

YouTubeでコミュニティバス紹
介動画を公開
コミュニティバス「ナッキー
号」の車窓からの映像や停留
所近くの施設を紹介した動画
をYouTubeで公開

総再生回数は約2,000回
広報にQRコードを掲載するなど見て
もらえるようにPRを行った



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察（1/3） 5

目標 評価指標 目標値（2022） 実績値（2021） 達成状況

1-1
公共交通軸の形成

広域幹線の定期外利
用者数

122.5万人以上 63.3万人 未達成

広域準幹線・市内幹
線の年間利用者数

広域準幹線
23.3万人以上

広域準幹線
15.0万人

未達成

市内幹線
234.9万人以上

市内幹線
180.4万人

未達成

1-2
市街地循環：生活利便性
を確保

市街地循環型コミュ
ニティバスナッキー
号の年間利用者数

4.4万人以上 3.7万人 未達成

1-3
地域交通：乗継拠点まで
のアクセス利便性を確保

地域交通の年間利用
者数

2.5万人以上 1.1万人 未達成

1-4
公共交通相互の乗り継ぎ
利便性の向上

乗り継ぎに関する評
価
（バス利用者「満足、
やや満足、ふつう」
と答えた者の割合）

待ち時間
53.9％以上

待ち時間
58.8％

達成

情報や案内
75.8％以上

情報や案内
75.0％

未達成

目標 評価指標 目標値（2022） 実績値（2021） 達成状況

2
乗継機能を強化

バス停の乗降客数
（路線バス）（人/
日）

名張駅バス停
4,617人/日

名張駅バス停
3,372人/日

未達成

桔梗が丘駅バス停
711人/日

桔梗が丘駅バス停
502人/日

未達成



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察（2/3） 6

目標 評価指標 目標値（2022） 実績値（2021） 達成状況

3-1
安全で安心し
て利用できる
環境の整備

公共交通の評価
（市民アンケート
「満足、やや満足、
ふつう」と答えた人
の割合）

鉄道
79.5％以上

鉄道
85.1％

達成

路線バス
63.1％以上

路線バス
69.2％

達成

ナッキー号
61.4％以上

ナッキー号
72.8％

達成

地域コミュニティバス
71.8％以上

地域コミュニティバス
60.0％

未達成

3-2
バスに関する
認知度を向上

バスに関する認知度
（市民アンケート
「知っている」と答
えた者の割合）

自宅近くのバス停の位
置
75.9％以上

自宅近くのバス停の位
置
75.7％

未達成

自宅近くを走るバスの
ダイヤ
23.2％以上

自宅近くを走るバスの
ダイヤ
19.0％

未達成

自宅近くを走るバスで
行ける施設
34.3％以上

自宅近くを走るバスで
行ける施設
26.9％

未達成

目標 評価指標 目標値（2022） 実績値（2021） 達成状況

4
協働で公共交
通を確保・維
持

住民・地域、交通
事業者、名張市が
協力した取組

5件以上（延べ値） 14件（延べ値） 達成



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察（3/3） 7

目標 評価指標 目標値（2022） 実績値（2021） 達成状況

計画全体の
目標

市内の交通環境に対する満足度割合
（市民意識調査「十分満足、一応満
足」と答えた者の割合）

40.0％以上 42.9％ 達成

公共交通の利用機会（公共交通を利
用したお出かけを月に数回以上する
人の割合）

平日
37.6％以上

平日
31.8％

未達成

休日
26.1％以上

休日
24.2％

未達成

○目標達成状況の考察
１．広域幹線、広域準幹線、市内幹線は利用者数が漸減していた中、新型コロナウイルス感染症の

影響で大きく減少した。コミュニティバスは全体で見ると増加傾向にあった中、2018年の駅前
の商業施設の閉店や2020年の新型コロナウイルス感染症の影響で利用者が減少している。地域
への聞き取りでは、バス停まで到達できない人が増えているため、利用者が減っている状況も
ある。
また、乗り継ぎに関する評価は、乗継を考慮したダイヤの変更、乗継情報の発信等を行い、目
標値をおおむね達成している。

２．外出自粛や駅前の商業施設閉店の影響により待合場所が減ったこともあり、乗継拠点の乗降客
数は減少している。

３．満足度は上昇しているものが多い一方で公共交通（バス）に関する認知度は下降しているため、
公共交通に対する関心が薄れ、限られた人のための移動手段になっていると考えられる。

４．地域・交通事業者・市等で構成される連携協議会の開催により、コミュニティバス相互の連携、
事業の評価、情報共有を定期的に行うことができた。



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 8

○名張市地域公共交通計画（案）
（2023年度～2028年度）
公共交通のめざす姿
「ひとが交わり、こころが通う、みんなで未
来へつなぐ地域公共交通ネットワーク」
基本方針
１．集約連携型のまちづくりと連携し、ひと
が交わり地域を支える地域公共交通ネット
ワークづくり
２．誰もが分かりやすく安心して利用できる、
こころが通う、人にやさしい公共交通環境づ
くり
３．みんなで考え、一緒に支える未来へつな
ぐ仕組みづくり

○課題の整理
・高齢化や新型コロナウイルス感染症
の影響で利用者の減少が続く中、持続
可能な公共交通に向けた見直しが必要。
・公共交通の集約拠点となる名張駅・
桔梗が丘駅の乗継・待合環境の改善が
必要。
・バス停まで到達することが難しい人
が増加している中、多様な移動手段と
連携し、関係団体と協働することが必
要。
・公共交通を知ってもらい、愛着を持
ち、利用してもらうためのきっかけづ
くりが必要。

○実施予定施策（抜粋）
・利用者の減少している広域準幹線の生活及び観光利用等の促進
・乗継利便性の確保に留意したダイヤ設定（市街地循環と地域交通の乗り換え）
・コミュニティバスの施設等への乗り入れ強化、待合場所の確保
・観光、健康福祉等多様な分野と連携した取組で新規利用者獲得
・お絵かきバスやバスの乗り方教室等のイベントを実施しバスへの親近感や愛着を醸成
・地域コミュニティ交通推進方針や補助金制度を見直し、現在および将来の交通体系に即し
た仕組みを再構築

ギャラリーバス



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 9

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

前
回

・調査事業については、計
画どおりに実施されている
ことが確認できました。

市民アンケート、利用者ア
ンケートをもとに、分析や
現計画（網形成計画）との
比較を行い、次期計画（公
共交通計画）に反映した。

次期計画の期間中も調査
結果を参考にしながら事
業の検討を行っていく。

・市内を運行する地域間幹
線系統のうち輸送量が低迷
している系統について、現
状や問題意識を県・関係市
町村・関係事業者と共有す
ると共に、当該系統の必要
性に応じ、利用促進や系統
維持に向け県や関係者と連
携して取組を実施されるよ
う期待します。

次期計画の本文中に輸送量
が低迷する地域間幹線の利
用促進について明記し関係
機関と連携し、取組を検討
することとした。

地域間幹線の利用者数を
注視し、効果的な利用促
進方法について検討して
いく。

・今年度の調査結果を踏ま
え、持続可能な地域公共交
通サービスを実現するため
の計画策定を期待します。

次期計画の中で、みんなで
考え、一緒に支える方針の
もと、持続可能な公共交通
について記載した。

次期計画の中で持続可能
な公共交通の仕組みづく
りや多様な移動手段との
連携等に取り組んでいく
予定である。

※前回：令和4年3月10日
前々回：なし



6.計画・評価の推進体制 10

【事業実施スケジュール】



6.計画・評価の推進体制 11

○協議会の実施状況（直近1年間）
（2021年度）
第2回会議 2022.1（書面） 主な議題：公共交通計画（素案）について
第3回会議 2022.3.15 主な議題：公共交通計画（素案）について
（2022年度）
第1回連携協議会 2022.6.23 主な議題：令和3年度事業評価について
第1回事業推進部会 2022.6.29 主な議題：公共交通計画（素案）の検討について
第1回会議 2022.7.28 主な議題：公共交通計画（素案）について
第2回会議 2022.11（書面）主な議題：公共交通計画（素案）にかかるパブコメの実施について

【ＰＤＣＡ推進体制】



目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

広域幹線・広域準幹線・市内幹線の
利用者数の増加：
広域幹線（鉄道）の年間利用者（H26
122.5万人→112.5万人以上）

都市圏や伊賀地方への運行を
維持し市内及び広域の移動に
対する需要に応じたサービス
を提供する

事業者提供

広域幹線：63.3万人（R4.3月末）
人口動向や人口流動をみると、通学
通勤者の16～65歳の人口が減少して
おり、通勤流動をみても主たる移動
先が大阪市から伊賀市に代わってい
る。更に新型コロナウイルス感染症
の影響により大きく下回っている。

未達成
人口減少等に加え新型コロナウイルス感染症の
影響で生活様式が変わり、通勤や通院、買い物
利用のための鉄道利用者が減少したと考えられ
る。新型コロナウイルスの影響による移動制限
の緩和に期待もあるが、利用者減少により運行
本数が減便することにならないよう事業者に働
きかけながら、バス等の市内交通との連携に取
り組むとともに、生活及び観光利用等の促進を
図る。

広域幹線・広域準幹線・市内幹線の
利用者数の増加：
広域準幹線（路線バス）の年間利用
者（H28 23.3万人→23.3万人以上）

広域幹線と連携するとともに
乗継拠点と周辺都市を連絡す
る

事業者提供

広域準幹線：15.0万人
（R4.3月末）
新型コロナウイルスの影響や駅前駐
車料金の値下げなどが影響しマイ
カー通勤へシフトしていることが考
えられる。

未達成
輸送量が低迷する地域間幹線については、県な
ど関係団体と連携し利用促進や系統維持に向け
た取組を継続する。

広域幹線・広域準幹線・市内幹線の
利用者数の増加：
市内幹線（路線バス）の年間利用者
（H28 234.9万人→234.9万人以上）

乗継拠点及び市内拠点の相互
連絡

事業者提供

市内幹線：180.4万人
（R4.3月末）
新型コロナウイルス感染症の影響に
よる出控えに加え、駅前駐車料金の
値下げなどが影響していると考えら
れる。

未達成
利用しやすさの向上等による通勤利用の促進を
図りつつ、利用者の減少が路線廃止に繋がらな
いよう、事業者と協働した利用促進を継続す
る。

市街地循環の利用者数の増加：
市街地循環（ナッキー号）の年間利
用者（H26　4.2万人→4.4万人以上）

乗継拠点と周辺施設を連絡乗
継利便性の確保に留意したダ
イヤの設定

事業者提供

ナッキー号：3.7万人
（R4.3月末）
利用者は増加傾向にあったが、新型
コロナウイルス感染症の影響により
令和2年度の利用者は3.6万人まで減
少したが回復傾向にある。

未達成
店舗施設への乗り入れや、待合場所の確保など
引き続き利便性向上に取り組む。

地域交通の利用者数の増加：
地域コミュニティバスの年間利用者
（H26　2.1万人→2.5万人以上）

コミュニティバスの再編、地
域ニーズに応じた移動手段の
確保
市街地循環との乗継利便性の
確保

事業者提供

地域コミバス：1.1万人
（R4.3月末）
コロナ禍においてコミュニティバス
の利用者数は減少を続けており、予
定していた赤目地域へのコミュニ
ティバス導入が別の移動サービス開
始により利用者数が見込めなくなっ
たため、目標値を大きく割り込んで
いる。

未達成
多様な移動手段と連携し、関係団体と協働し、
相互補完を含め持続可能な公共交通の仕組みを
構築する。

名張市地域網形成計画の評価等結果（令和３年４月～令和４年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞



公共交通の乗り継ぎに関する評価
（バスサービスに対する満足度割
合）：
乗継待ち時間（H26　53.9％→
53.9％）
乗継情報（H26　75.8％→75.8％以
上）

分かりやすい情報の提供
乗継への配慮
市街地循環から地域交通への
乗継に配慮したダイヤ設定な
ど

バス利用者アン
ケート

乗継待ち時間：58.8％
乗継情報等：75.0％
（R3.10月）
乗継情報の発信などを行い、目標値
を概ね達成している。

乗継待ち時間：達成
乗継情報等：未達成
引き続き、わかりやすい情報発信に努め、交通
結節点における乗継環境の改善等、乗り継ぎに
係る不安や不満の解消に努める。（行き先別時
刻表やバスマップ、わかりやすいダイヤの表示
など）

名張駅バス停及び桔梗が丘駅バス停
における乗降客数の増加（人/日）：

名張駅バス停
（H26　4,617人→4,617人以上）
桔梗が丘駅バス停
（H26　711人→711人以上）

待合場の整備や周辺などによ
り乗継機能の強化を図る

事業者提供

名張駅：3,372人
桔梗が丘駅：502人
（R3.10月）
新型コロナウイルス感染症の影響に
よる。名張駅は令和3年度以降回復傾
向にある。桔梗が丘駅は駅前商業施
設の閉店による影響がある。

名張駅：未達成
桔梗が丘駅：未達成
まちづくり施策や都市計画と連携し集約拠点と
しての機能を改善する必要がある。また、バス
停のベンチ設置や案内表示など利用しやすい環
境の整備に取り組む。

公共交通に対する評価：（各公共交
通に対する満足度割合）
鉄道（H27　79.5％→79.5％以上）
路線バス（H27　63.1％→63.1％以上）
ナッキー号（H27　61.4％→61.4％以上）
地域コミバス（H27　71.8％→71.8％以上）

誰もが安心して利用できる交
通環境の整備。（ノンステッ
プバスの導入や地域住民によ
る活動の実施等）

市民アンケート

鉄道：85.1％
路線バス：69.2％
ナッキー号：72.8％
地域コミバス：60.0％
（R3.8月）
概ね達成したが、利用者が限定され
ていることが想定される。

地域コミバスのみ未達成
引き続き、免許返納者に対する施策や地域住民
による取組を実施するなど、安心・安全な公共
交通利用に向けた取組を実施する。地域コミュ
ニティバスについては、デマンド運行など地域
特性に合わせた取組を検討していく必要があ
る。

バスに関する認知度の向上：
自宅近くのバス停
（H27　75.9％→75.9％以上）
バスのダイヤ
（H27　23.2％→23.2％以上）
バスで行ける施設
（H27　34.3％→34.3％以上）

情報発信や利用促進、バスへ
の愛着を高める施策の実施
（お絵かきバスやバスの乗り
方教室等）

市民アンケート

自宅近くのバス停：75.7％
バスのダイヤ：19％
バスで行ける施設：26.9％
（R3.8月）
限られた人のための移動手段になっ
ていることが考えられる。

未達成
引き続ききめ細やかな情報提供を行う。
（乗換案内サイトへの掲載や行き先別時刻表、
バスマップ、わかりやすいダイヤの表示など）

住民・地域、交通事業者、名張市が
協力した取り組みの有無：
目標値5件以上
(計画期間中の延べ値）

持続可能な公共交通の維持に
向けた三位一体の取り組み

実績数
14件（計画期間中の延べ値）
地域間の情報共有や連携を図るた
め、地域連携協議会を開催した。

達成
産学官民連携による共同研究の実施や、交通事
業者、健康福祉、商業・観光団体、企業等の機
関が協議する場を設ける。

市内の交通環境に対する満足度割合
の増加：
満足度割合
（H27　37.6％→40.0％以上）

市民意識調査

満足度割合：42.9％
（R3.5月）
平成28年度から徐々に増加してい
る。

達成
引き続きＰＤＣＡサイクルを実行することによ
り、事業効果や目標達成状況を評価・検証し、
次年度以降の施策を展開し、より良い交通環境
の構築に努める。

公共交通の利用機会の増加：
月数回以上の人の割合
（H27　平日34.2％休日23.8％
→平日37.6％以上休日26.1％以上）

市民アンケート

公共交通の利用機会：平日31.8％休
日24.2％（R3.8月）
平日休日共に、外出時の交通手段は
自動車利用が最も多い。

未達成
依然、自動車への依存が高まっており、公共交
通に対する関心が薄れてきている。日常生活に
おける移動手段の利便性の向上と、交通手段の
適切な組合せによる交通体系の構築に向け、多
様な主体との協働による交通まちづくりに取り
組む。

計画全体の目標値として定め
る


